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まえがき

はじめまして！　摂食障害の経験者向けに、食事に関するサ

ポートや情報提供を行っている冨岡かおりと申します。本書を手

に取っていただき、ありがとうございます。

私自身も16年間、摂食障害のひとつである過食嘔吐に悩まされ

たひとりでした。一概に「過食症」といっても、過食のみの方、嘔

吐をともなう過食嘔吐の方、チューイングをともなう方など、症

状はさまざまです。

ですが、どの過食症であっても、ご本人がつらく苦しんでいる

という事実は同じです。世の中には、「過食症はわがままで我慢が

できない人がなる病気だ」「過食症の人は甘えている」「過食症は

贅沢病だ」というような心ない言葉を耳にすることもあるかもし

れません。

そうした言葉に、私は声を大にして伝えたいことがあります。そ

れは、「過食症に関する多くの認識は、必ずしも正しくない」とい

うことです。私自身も長年同じような言葉に苦しんできました。

それでも、長年同じような言葉を浴びせられつづけると、「自分

はそうなんだ」と思い込むようになってしまうのです。私も、み

なさんと同じ経験をしていますので、よくわかります。
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だからこそ、過食症に悩むすべての方に伝えたいこと、それは、

「あなたは悪くない」ということです。食事への過度な欲求は、時

に自分の意思ではコントロールできないように感じられるもので

す。それらは、あなたの身体があなた自身を守ろうとする反応の

ひとつかもしれません。あなたの身体があなたを生かそうとして

いることは悪いことでしょうか？　罪悪感を抱く必要があること

でしょうか？　違いますよね。

あなたは、苦しむために生まれてきたのではないのです。楽し

むために生まれてきたのです。

私は、本書があなたの心を少しでも軽くし、自分らしい人生を

送るきっかけになることを願ってこの本を書きました。本書があ

なたの罪悪感を払拭し、過度な食事の欲求と向き合い、自分なり

の向き合い方を見つけるためのヒントとなることを願っています。

ぜひ最後まで読んでいただければと思います。


